
熱心に先生の講義を聞きテクニックを習得

目標設定シートで職場の問題を考える受講者

本会が（独法）高齢・障害・求職者雇用支援機

構（ポリテクセンター和歌山）の委託事業として、

「現場社員のための組織行動力向上セミナー」を

6月 27日、7月 10日の 2講にわたり、延べ 29名
参加のもと、講師に株式会社トゥルースの宇野山

康代氏を迎え開催した。

 まず、第 1講は企業組織と生産活動について組
織の存在意義と経営のしくみについて学んだ。ま

た、ビジネスゲームの経営シミュレーションでは

参加者が収益構造やコスト意識の重要性について

体験した。

第 2講では、第 1講で学んだことを復習しなが
ら、「状況変化に対応する現場力を高める実践的

な手法」、「目標管理の方法」の講義を受ける。

また PDCAサイクルや KPIマネジメントとい
った手法を学び、フォロワーシップを高めるコミ

ュニケーションについてグループワークでそれぞ

れの会社の課題について意見を交わした。

2 日間を通じて、宇野山先生は「現場ではどれ
だけ当事者意識をもち行動するかが重要である。」

と強調。

参加者からは、「ここで学んだことを自分の会

社、現場で実行し、部下に伝えることで現場の生

産性向上につなげたい。」と声があった。

本会主催の階層別セミナー「管理職養成講座 

第 2講」（全 6講）を 7月 5日（金）、和歌山商工
会議所において開催した。

 講師に、㈱日本人財研究所代表の末村誠規氏を

お迎えし、「組織運営の方法と考え方」について学

んだ。この管理職養成講座では、6 回の講座を通
して職場での問題・課題の根底にある原因を理解

して手を打つ方法を学び、マネジメント知識とリ

ーダーシップの実践的内容になっている。

第 2講では、「効果的な組織目標の設定と推進」
と題し、「目標管理とは何か」から始まり、「目標

設定の方法」など具体的な事例も交えながら組織

目標の設定について講義を行った。

末村先生は、「目標管理には、①組織全体の目標を

理解し具体化を検討する、②自分の組織の目標

を明確にする③メンバーに要望して、共に取組むこと

がマネジメントには重要である。」と解説した。

また、目標設定シートを活用し、受講者自身の課題

や問題について考えるグループワークも行われ、中身

の濃い講座となった。

 第3講は8月2日（金）を予定。テーマは「職場の
人の問題を解決する方法と心構え」。単独受講も可能

なため申込希望者は本会までお問い合わせください。

「現場社員のための組織行動力向上セミナー」 を開催

和歌山県経営者協会 

「管理職養成講座 第２講」 を開催

和歌山県経営者協会  


